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「世界の先住民の国際 10 年」（1995～2004 年）、「第











































































































































































住ウタリの家庭訪問 125 件、職場訪問 4 件、実態調
査 25 件、窓口相談 1 件、支部入会相談 15 件、入院
助産相談 3 件（適用 2 件）、保育園入園相談 3 件、
長欠児関係 1 件（登校）、家出相談 2 件、修学相談
1 件、結婚相談 1 件、入院関係（付添い）7 件、老
人訪問 1 件、児童扶養手当 1 件、公務手続 3 件、交




















1994 年 ●第 1 回インカルシぺ・アイヌ民族文化祭開催（札幌市）
●札幌市ウタリ主幹設置















●アイヌアートモニュメント設置検討会議設置（2013 年まで 4 回開催）
2014 年 ●アイヌアートモニュメントを札幌市役所 1 階と JR タワー1 階に設置



























































































































の委員会は、2009（平成 21）年 7 月に第 1 回が開
















第 2 回 2009 年 8 月 5 日
・アイヌ民族の方々の意見陳述
・アイヌ民族の方々と委員の方々との意見交換
第 3 回 2009 年 11 月 19 日
・課題の整理
・札幌市のアイヌ施策の体系についての検討
第 4 回 2009 年 12 月 17 日
・課題と施策についての検討
・委員会報告書素案の検討
第 5 回 2010 年 1 月 27 日
・課題と施策についての検討
・委員会報告書素案の検討
















































2～3 回の開催となっており、委員の任期は 3 年、
再任は妨げないとされている（札幌市アイヌ施策推
進委員会設置要綱第 3 条）。





























































円、償還期間 25 年、改修の場合は上限 480 万円、
償還期間が15 年、宅地取得の場合は上限が590 万円、
償還期間が25 年で、いずれも年利 2%となっている。
国費が 1/8、道費が 1/8 で、残りの 3/4 を市が負担
している（札幌市市民まちづくり局市民生活部アイ
ヌ施策課 2009c：8）。制度発足以来 2015（平成 27）
年までに、この制度を利用した者は合計 189 名で、
































































































































































































































































2013（平成 25）年度でも 46,398 千円であったが、
2016（平成 28）年度には 52,258 千円となっており、










50,343 人（2012（平成 24）年度）、56,455 人（2013
（平成 25）年度）、47,768 人（2014（平成 26）年度）、
47,681 人（2015（平成 27）年度）と毎年 5 万人前
後となっており、かなりの利用実績があるものと捉
えられる。
















　　②インカルシぺ・アイヌ民族文化祭の実施助成 939 939（   　± 0）
　　③アイヌ文化体験講座の実施 550 1,569（ 　＋ 55）
　　④アイヌ文化交流センターイベントの実施 560 672（ 　＋ 17）
　　⑤小中高校生団体体験プログラムの実施 1,568 5,740（＋ 2,756）
　　⑥アイヌアートモニュメントの設置検討・継続設置 3,090 15,000 324（       ± 0）
　　⑦公共空間を利用した情報発信 460 1,034（   ＋ 574）
　　⑧（社）北海道アイヌ協会札幌支部への補助 1,200 1,200（       ± 0）
　　⑨アイヌ文化を感じられる空間の整備 5,500（       ± 0）
　　⑩市民参加によるアイヌアートモニュメントの製作（2016 年度
新規）
1,200（  新  規  ）
　推進施策⑵：教育等による市民理解の促進







　　①札幌市アイヌ文化交流センターの運営 46,398 52,258（＋ 5,305）







　　①住宅新築資金等の貸付 40,500 40,500 40,500（       ± 0）
　　②アイヌ生活相談員の配置 4,844 5,982（   ＋ 154）
　　③アイヌ民族の児童・生徒に対する学習支援 500 279（   － 212）
　　④共同利用館の改修（2016 年度新規） 16,500（  新  規  ）
その他 7,454 9,462（＋ 4,295）
　①国のアイヌ政策推進会議への参加













































2013（平成 25）年度は合計 119,583 千円、2015（平
成 27）年度は 113,211 千円、そして 2016（平成 28）








しかし、いずれにしても毎年約 1 億 2000 万円から
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